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:  は  し め  に

岩手県北部沿岸地帯に位置する種市町は,ヤ マセの襲来

が県下で最も激 しい地区である。

昭和59年度に県北部並びに沿岸地区を対象に,ハヤニシ

キにかわる優良品種「たかねみのり」が奨励品種となり,

その耐冷安定栽培法として丸型樹脂ボット苗や散播成苗の

効果及び側条施肥の効果が明らかにされている1)。

これらの栽培法のうち,種市において増収効果が最も高

かったボット苗 側条施肥栽培法における「たかねみのり」

表 1 試験場所並びに耕種概要

3 結 果 及 び考 察

に)気象及び水稲の生育経過

61年は移植直後か ら梅雨明け (7月 28日 )ま でヤマセの

吹走により低温・少照に経過し,生育は著しく抑制された。

軽米では梅雨明け後の天候回復により,試験圃の収量は

平年を上回ったが,県北部の作況指数は
'6で

あった。

62年は移植後か ら高温・多照となり,種市地区でのヤマ

セ吹走日数も61年の41日 間に比べ18日間と少なかった。出

穂期前後には一時低温・少照となり,穂の出すくみ,初期

登熟のおくれがみられたが,収量は平年を上回った (図

1)。

12)ポ ット苗 側条施肥栽培の効果

種市では,ポ ット苗・測条施肥栽培は従来の中苗 全層

施肥に比較して,初期生育が良好で分げつ発生量も多い。

この効果は低温に経過した61年で特に顕著で,穂数が50

%程度 ,精玄米重でも40%程度増収 した。なお,天候の良

かった62年でも,穂数で15%,精玄米重で20%の増収効果

の窒素吸収経過を従来の栽培の場合と比較した。またヤマ

セの影響が種市はど強くない軽米における中苗・全層施肥

の吸収経過との比較もあわせて行なった。

2試 験 方 法

に)試験年次 昭和61年 ,62年

12)試験場所 ①岩手県九戸郡種市町宿戸

②岩手農試県北分場 (軽米町 )

(3)供試品種 たかねみのり

14)耕種概要 表 1に示した。
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図1 昭和61年 ,62年の軽米の気温経過

があった (表 2)。
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表 2 栽培法と出穂,成熟期,収量調査結果
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図 3 軽米 ,種 市 (中苗全層 ボット側条 )における窒素吸収量の推移 (62年 )

0)窒素吸収経過の比較

61年の種市での中苗 全層施肥における窒素吸収量は ,

6月 下旬で03′ /″ ,幼穂形成期で37′/″,出 穂期で

72′ /席 ,成熟期では78′ /″ であった。これに対 し

てポット 側条施肥では, 6月 下旬で09夕 /κ ,幼穂形

成期で49夕 /″ と6月 下旬では 3倍 ,幼穂形成期では30

%の増加となっている。62年においてもこれらの時期の増

加割合はほぼ同様であり,穂数の増加と対応 して,増収の

要因となっている。

種市の時期別の吸収量を軽米と比軽すると,ポ ット 側

条施肥によって,幼穂形成期までは軽米での吸収量にかな

り近づくが,61年では幼穂形成期以降,62年では出穂期以

降の吸収が緩慢となる傾rolが認められた(図 2, 3)。
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